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(0) 研究分野 s 

分科会：工学 
キーワード：有機エレクトロニクス、有機太陽電池、 

フレキシブルエレクトロニクス、伸縮性エレクトロニクス、次世代ウェアラブル 

 

(1) 研究背景と研究目標 
近年、皮膚貼り付け型センサを活用することで、日常生活における装着の負荷を減らしつつ、

高精度な生体信号が取得できる次世代ウェアラブルセンサとしての期待が高まっている。その際

に、センサの耐水性を確保することは様々な環境変化への動作安定性を確保するために必須であ

る。しかし、皮膚への密着を向上させ、高精度の信号を取得するために薄膜化を進めると、封止

膜も薄くなるため、薄膜化によらない耐水性の向上技術の開発が求められていた。
 

(2) 2024年度成果と今後の研究計画 
耐水性と超柔軟性を両立し、水中における生体信号取得を可能にする超薄型有機光学式センサ 
耐水性と薄膜性（厚さ 3.2 μm）を両立した有機光学式センサを開発し、水中環境においても生

体信号を安定的かつ連続的に取得できることを実証した。活性層には、粘着性をもつエラストマ

ーと有機半導体材料（ドナー／アクセプター）を混合したハイブリッド構造を導入し、上下界面

に強い接着力と機械的安定性を付与することで、耐水性と繰り返しの圧縮・伸張に対する機械的

耐久性を確保した。暗電流を抑制しつつ優れた電荷輸送性を確保することで、検出感度（D*）と

して 6.2×10¹¹ Jones という高い性能を示すと同時に、異なる光活性材料を用いた場合でも同様の

耐水性と特性が得られることを確認した。実際、皮膚にデバイスを貼付した状態で水中に５時間

浸しても安定した脈波信号を取得できることを確認し、入浴中や多汗環境といった湿潤条件下で

も使用可能な次世代ウェアラブルセンサ技術としての有効性を示した。 
 

 
 
今後の計画  
1）有機光デバイスの大面積化を進める。各層の成膜および素子構造の最適化を行う。 

2) 光照射下での高安定性化を行う。界面設計の改良、紫外線成分を抑制するフィルタ層の導

入などにより、長時間の光照射環境下における動作安定性の向上を図る。 

 

 

 
図1：水中で動作可能な有機光学式センサ 

 
図２：水中で取得した脈拍信号 
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